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＜ 新理事 福島 正治 11 期 ＞ 

 

平成２７年６月１４日（日）、特定非営利活動法人かながわ森林インストラクターの会通常総会が総

勢 203 名（委任状を含む）の参加を得て開催されました。総会会場は昨年に引き続き「ユニコムプラ

ザさがみはら」セミナールーム２。運営も２部構成で行い第１部は森本正信氏（５期）の議事進行によ

り、 久保重明現理事長（８期）挨拶で始まり、来賓ご挨拶を頂いた後、議長内野ミドリ氏（９期）、書

記水口俊則氏（９期）を選出し第 1 号総会議案から議事に入りました。 

又本総会にお忙しい中ご臨席頂きました（神奈川県環境農政局水緑部水源環境保全企画担当）

課長斉藤俊一様、（同）主事星台司様、（公益財団法人かながわトラストみどり財団みどり森林課）課

長内海規様には厚く御礼申し上げます。 

 

 

 

 

○今年の活動に当たり会が掲げた方針は、 

１、県民参加の森林づくり活動や森林再生パートナー企業の活動を積極的に支援すると共に参

加者から信頼される指導者の育成を目指す。 

２、県行政およびその関連機関と更なる連携をはかり、水源環境の保全・再生に努めると共に、そ

の啓発活動に積極的に参加する。 

３、財政基盤の充実を図る。 

４、会の活動情報を積極的に外部に発信する。 

の４項目。これらの方針は各部・各部会の活動にリンクし会活動の前進が図られつつあります。 

今後のさらなる成果が期待されます。 

○ また、新役員（理事１２名、監事２名）の選任が行われました。 
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平成２７年度 かながわ森林インストラクターの会 通常総会開催 

新役員による会活動が始動！！ 

 

久保現理事長 

内野議長 

会場全景 

内海様         星様         斉藤様 
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議事終了後「平成２６年度ネットワーク活動大賞」の表彰が行われました。 

共に活動回数３７回の伊藤恭造氏（７期）小野幸広氏（７期）です。（当日は両氏とも不在） 

 

第２部に入り、現在は長野県伊那市にお住いの稲辺謙次郎氏（５期） 

にお出で頂き「桜守って何」の講演を頂きました。楽しく拝聴させて頂く 

と共に、遠方よりお越しありがとうございました。 

 

総会に参加された皆様、運営にご協力頂きました皆様に御礼申し上げながら、 

通常総会報告とさせて頂きます。 

 

★ 新役員の方々 

 

 

 

 

 

（写真撮影： 

湯浅氏⑪、広報 松本）  
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参加者：井出①、菊地①、竹島③、落合③、宮本④、愛木⑦、白畑⑦、村井⑨、 

杉崎⑩、松本⑪、赤崎⑫、小川⑬、薗田⑬、宇田川⑬、江上⑬ 

桜守の稲辺氏の講演 

理事１１名 + （欠席１名） 監事２名 

やどりき事業部会 「 水生生物自主研修会」  が開催されました。 

５月１０日（日）、晴れ曇り、 場所：やどりき水源林（寄沢）、参加者１５名 

かながわ森林インストラクターの会は 『 緑の募金 』 の支援団体としても取組んでいます。 

全国で５番目／ＮＰＯ法人で初めて委嘱されています。 

①9：30～10:00 準備・説明 

②10:00～10：40 沢に入り採集 

③10：40～12:00  

テーブルで観察・同定・説明 

④12：45～14：30  

座学（管理棟の２階） 

此の日採集され、めだったもの 
 魚のカジカ            蛙のカジカ       ザザムシ（ヒゲナワトビゲラ） 
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＜ 記 斉藤 夏葉 １３期 ＞ 

一泊二日の、岩手県盛岡市の（有）川又林業林地及び周辺施設見学会です。同林地にメイプルシロップ

を採るためにイタヤカエデを植樹して今年で１０年目の節目を迎えるのを記念して植樹会を行いました。 

 初日は１０時に盛岡駅に集合、インストラクター６期（有）川又林業の川又正人代表取締役にお出迎えいた

だき、参加者１６名はレンタカー２台に分乗して出発です。 

最初に訪れた視覚障害者のための手で

見る博物館では、川又若菜館長から博物

館の概要などをご説明いただいたあと、ア

イマスクをつけて展示品を触る体験もしま

した。 

次に川又林業の山地を見学、ハルゼミ

のにぎやかな鳴き声とハクウンボク、カン

ボクの白い花に出迎えられシイタケの栽培地まで歩いて行き、そこで地

元野菜を使ったお弁当とミントティーをいただきました。昼食の後は、シイ

タケの栽培法、原木生産時の集材・搬出における効率化・省力化の取り

組みの講義をして頂き、参加者全員が真剣に耳を傾けました。 

 

その後、１０周年記念の植樹会ではイタヤカエ

デ、トチノキ、ミツデカエデを植樹しました。コンテ

ナ苗を使った最先端の植樹方法についてもご説

明を頂いた後は、林地で取れたメイプルサップを

ご馳走になり、そのやさしい甘みに全員が笑顔に

なりました。 

 

 

山林を後にし、盛岡手づくり村を一時間程見学後、本日の宿「御所湖温泉花の湯」にて入浴。夕食兼懇親

会には川又代表取締役にもご出席いただき、今回の親睦会リーダー飯澤インストラクターのオカリナ演奏に

合わせて全員で「北国の春」を歌いました。 

 二日目は９時ごろには宿を出発し小岩井農場へ。ガイド付き

バスツアーの前後は自由行動で昼食や散策など各自農場を

楽しみました。15 時 30 分には盛岡駅で解散し、楽しかった親

睦会はあっという間に終わってしまいました。 

 たくさん学び、参加者の親睦も深まった充実の二日間でし

た。今回の見学会で学んだことを今後の活動につなげていき

たいと思います。 

参加者：佐藤⑤、滝澤⑤、友谷①、武者⑦、飯澤⑨、内野⑨、 

水津⑨、辻村⑨、酒井⑩、石川⑫、永松⑫、大原⑬、 

古舘⑬、水上⑬、真部⑬、斉藤⑬   ＜写真提供：飯澤恒 氏＞ 

平成２７年度  森林部会親睦林業見学会 

「 川又林業（当インストラクターの会６期生 川又社長） と その周辺施設 」  

５月３０日（土）～５月３１日（日）、晴れ曇り、 場所：岩手県盛岡市および雫石町、 参加者１６名 

手で見る博物館を解説する 

川又氏（右） 

手で見る博物館で記念撮影 

森の中での講義 

植樹風景 植樹苗 

岩手山を背景に小岩井農場で 

記念撮影 
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＜自然観察部会   

小池 哉 １２期＞ 

 

「分け入つても分け入つても青い山」種田山頭火の句がある。句の

詳しい解釈は抜きにして、言葉通りに新緑に包まれた登山道を歩く、

そんなイメージを抱いて「第８０回森林探訪 新緑の弘法山を満喫」の

資料を用意した。 

 しかし、未明から降り出した雨は、集合時間が近づくにしたがって雨

脚が強まってきた。キャンセルが増えることを心配していたが、５１名

の方が集まってくださった。 

 コースは秦野駅を出発して、浅間山、権現山、弘法山を登り、善波峠から

吾妻山を通って鶴巻温泉に下山するという、ハイカーに親しまれている“ミ

ニ縦走ルート”である。登山口から浅間山までは一気に高度を稼ぐためや

や急な登りではあるが、それ以降はほぼ平坦で歩きやすく、じっくりと観察

することができる。参加者には十分満足してもらえるコースである。 

 踏査と 2 回の下見では、ホタルカズラ、キンラン、ハンショウヅル、オオ

バウマノスズクサ、タツナミソウ、コゴメウツギなどが山を彩っていたが、今

日は何が迎えてくれるであろうか。 

資料では新緑にちなんで緑色の効用や日本の伝統色、植物の和名など

のほか、秦野たばこと里山林について記載した。 

 インストラクターは資料をベースに各々自分なりの方法で参加者に説明

をし、参加者はインストラクターの言葉に耳を傾けて真剣にメモをとったり

していた。 

 

 

 

 

 

今回はチーフリーダーとしての“デビュー戦”であり、今までとは違う視点で「森林探訪」を見ることができ

た。反省点や改善点など自分なりに考えるものがあったが、何よりも参加者が満足してくださったことでホッ

と胸を撫で下ろすことができた。そして、今回初めて参加してくれた友人から、「とても楽しくてためになった

よ。また参加しますね」という言葉をかけられた。本当に嬉しかった──。 

 

スタッフ 
(公財)かながわトラストみどり財団 ： 坂下様、内藤様       看護師 小林様 

インストラクター： L 小池⑫、野田⑧、内野⑨、小林⑩、杉崎⑩、大塚⑪、松永⑪、赤崎⑫、永松⑫、長尾⑬、松石⑬、真部⑬ 

オオバウマノスズクサ 

自然観察部会 第８０回森林探検訪「新緑の弘法山を満喫」 

 ５月１６日（土）８：３０～１５：００、雨のち曇り、参加者５１名 

タツナミソウ 

コゴメウツギ 

いざ 出発 ！ 

説 明 と 観 察 
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活  動  短  信  

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 都立桜町高校による奉仕活動 （ドウダンツツジ植樹） 

日 ５月８日（金）１３：００～１５：００、 晴れ 

場 鳥居原園地 

参 高校１年生３１４名、 教師１６名、 

あつぎ観光ボランティアガイド８名、農協観光２名 

ｽﾀｯﾌ 宮が瀬ダム周辺振興財団 柳川様、他 ５名 

イ L 小野⑦、海野⑩、大原⑬ 小川⑬ 星野⑬ 

宮が瀬ダムを望む緑豊かな高台に、桜町高校一年生の

皆さんがあつぎ観光ボランティアガイドの皆さんと共に来

場しました。自然に親しみ、育てるという奉仕活動を桜町

高校では、7 年に渡り、行っています。  

開校挨拶では、代表生徒さんより自然について考えた

いとの抱負を述べられ、続いて、柳川様より、財団では地

域の振興、水源環境の理解を深める活動を続けられてい

ること、今日の活動においてこの公園の魅力増進への協

力と、よい思い出づくりとなるよう、そして数年後に友人や

家族を連れていらしてほしいと、お話がありました。 

植樹は、リーダーに手順を伝え、リーダーから班員へ植

樹方法を教え、作業に取り組むスタイルで進みました。「穴

の大きさはこれでいいですか。」「すぐ抜けてしまうから、も

う一度植え直してください。」・・・このようなやりとりを交わし

ながら、しっかりと植え付けをしていただきました。 

気持ちよく汗を流し、スコップを持つという日常では、味

わえない経験をしていただけました。 

（記 星野 澄佳 １３期） 

 

◆ 県立２１世紀の森主催 春の野鳥観察 

日 ５月９日（土）９：００～１４：００、 曇り時々小雨 

場 県立２１世紀の森 天然の森コース 

参 大人５名（男性４名、女性１名） 

ｽﾀｯﾌ 県立２１世紀の森 統括 志鷹様、担当 分島様 

イ L 高橋③ 

 下見の折りの打ち合わせで決めた通り、高橋が用意した

資料で、約２０分、野鳥観察の心得やマナー、野鳥の見方

等のレクチャーを、“森林ふれあい館”で行って、天然の

森コースに出た。  

 時々、細かい雨のパラつく天候からか、クロツグミ、ウグ

イス、キビタキ、アオバト、アオゲラ、イカル、オオルリ、ガ

ビチョウなどの囀り声は多かったが姿を見る事はできなか

った。メジロ、シジュウカラ、エナガ、ヤマガラ、コゲラ、ヒヨ

ドリ、ホオジロ等は姿も見られたが、フィールドスコープ（望

遠鏡）で、じっくりと観察できたのはホオジロのみだった。  

 朝、挨拶、オリエンテーション、レクチャーを行った「森林

ふれあい館」に戻り昼食。午後はどんぐりコースから、金太

郎コースへショートカットをして、「森林館」の裏で今日見聞

きした野鳥の確認 －日本野鳥の会で必ず行う“鳥合わせ”

－ を済ませた。 

 時間に余裕があった為に、森林館の教室で高橋が持参

した野鳥のビデオ（美きしき歌い手たち ＮＨＫ）を鑑賞し

て貰い、今日のイベントは事故も無くお開きとなった。 

参加者は５名と少なかったが、“バーデイングは少人数

がベスト”を地でゆく事は出来たけど、見聞きできた野鳥の

数が少なかったのは残念だった。 

（記 高橋 恒通 ３期） 

 

◆ 富士通ＦＩＰ（エフ・アイ・ピー）株式会社 

 間伐体験、自然観察（水生生物観察） 

日 ５月９日（土）１０：００～１３：３０、 曇り 

○ 間伐体験   

場 富士通FIP の森  山北町世附字日影山826-11 

参 大人４７名 （男性３７名 女性７名  事務局３名）   

県 神奈川県自然環境保全センター  増田様 坂井様 

イ Ｌ小沢⑨、小野⑦、伊藤⑦、村井⑨、西出⑫、小川⑬  

薄曇りのなか、自然観察メンバーを含めた全員が元気

に間伐体験フィールド前に集合された。取締役会長浜野

様のご挨拶に続き、神奈川県自然環境保全センターの増

田様のご挨拶があった。インストラクターの挨拶のあと五班

に分かれて記念写真を撮り、作業現場へ向かった。 

間伐体験のある方が１名おられたが、その他の方は初め

てとのことであった。開始前のレクチャーで間伐の必要

性・選木方法・間伐作業の進め方・伐倒場所の障害物撤去

の必要性等を説明して実践に移った。その時の真剣に耳

を傾けた姿が印象に残っている。 

今回は杉を２本伐倒目標とし、伐倒方向を充分に見極め

今回の掲載は 

5/8～5/23 です。 

寄 稿頂 い た 中に

は、紙面都合や寄

稿タイミングで次号

以降の掲載になる

ものもあります。 

鼃始鳴 (5/5～5/9) 

(かわずはじめてなく) 

第十九候 立夏 初候 
 

蚕起食桑 (5/21～5/25) 

(かいこおきてくわをはむ) 

第二十二候 小満 初侯 
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て、足元の整理のあとに受け口・追い口を交代で伐り、1本

目はほぼ予定した方向に伐倒完了。皆さんで力を合わせ

て引いたロープで間伐材が地響きを立てて倒れた。その

時の感動が伝わってきた。 

２本目は掛かり木になってしまったが、ロープを引く方

向を変えることにより無事に伐倒することが出来た。枝打ち、

玉切りして整理をした。その時のチームワークの良さと積

極的に行動する皆さんの姿が印象的であった。 

早めに作業が終了したので、その場で腰をおろして、

今日の間伐体験の感想などをお聞きした。そして神奈川

県の水源林の話などをして終了とし下山をした。 

作業中は雨にもならず怪我もなく無事に間伐体験を終

えることが出来た。 

（記 小川 和恵 １３期） 

○ 自然観察（水生生物観察） 

場 西丹沢 玄倉～小菅沢 

参 １１名 （取締役会長 浜野様、顧問 宮司様、 

        事務局３名様含む） 

イ L 宮本④ 白畑⑦ 

 間伐と自然観察とに分かれての活動だが、一旦富士通 

ＦＩＰの森前に集合し、挨拶と写真撮影の後、小菅沢へ向

かう。バスを降りた所でボードと書き込み用のチェックシー

ト、水生生物のレシピなど銘々にお渡しすると早くも水生

昆虫に思いを馳せられてか？皆さんの盛り上がりは意気

込みそのもの！ １１時に出発する。 

ゆるやかに登る道の両側の植物を観察しながら会話も 

弾みゆっくりと歩を進める。河原に着きアミの使い方など説

明し、早速採集を始める。カワゲラ、ガガンボなど大きなも

のから動きの速いカゲロウ、ふ化したばかりかと思われる

カジカの幼魚や元気なカジカガエルなども見つかる。 

“早く見たい”が、なかなか見つからないプラナリアに 

出会えたのは暫くしてからだった。ルーペでとくとご対面。

これで小菅沢の水が「きれいな水」で有ることを確認するこ

とが出来、皆さん、今日の成果に満足して頂けたでしょう

か？予定したタイムスケジュールよりやや早めに駐車場へ

帰着。余裕を持って終了する。 

（記 白畑 まどか ７期） 

                

◆ 鶴岡八幡宮・槐の会 森林活動 

日 ５月１０日（日）８：３０～１５：００、晴れ 

場 やどりき水源林フィールド 

参 槐の会 ５８名 

ｽﾀｯﾌ 槐の会事務局 ６名 

県 十鳥様、武田様 

イ L 草野⑧、谷津⑦、若林⑦、小沢⑨、高橋⑨、時田⑩、 

宮下⑩、真貝⑪、福島⑪、山下⑪、吉田⑪ 

心配された天気も快晴に恵まれ、新緑に映えるフジ・ニ

セアカシヤの花に囲まれながらの爽やかな活動日和とな

りました。インストラクターは８時３０分には現地入り、ミーテ

ィングのあと準備開始。参加者は鎌倉・藤沢からのバス、

乗用車などで現地入り、関係者の挨拶の後、恒例のストレ

ッチで心身をほぐし、１０時半には予定通り活動開始。 

（午前） ①間伐班（２班）はインストラクターによる説明

の後、間伐作業開始。間伐木２本とも、予定方向にドスンと

地響きをたてて倒れ、参加者も思わずヤッタ―と感激。更

に、玉切りした間伐木を延寿の森まで２往復の運搬で、疲

労困憊の様子でした。②杭づくり・経路補修班（３班）は間

伐木の先端部分を利用した杭づくりと経路補修を実施。岩

石と木の根に苦しみながらのハードな活動になりましたが、

従来とは違って、達成感を十分味わっていただきました。 

（午後） ①木工クラフト（２班）ヒノキの角材を使い、どん

ぐりなどの装飾を施した「メモ立て」を作成。それぞれの創

意工夫により、可愛く綺麗に仕上がり、最後は全員の作品

を前に記念撮影。 ②癒し散策班（４班）は癒しの森でのハ

ンモック、延寿の森での樹冠の揺らぎ等で、午前中の活動

による疲れをとり、森林環境を利用した心身の癒しを感じ

ながらの散策となりました。 

前回までの活動と異なり、ハードな活動になりましたが、

新緑に彩られた森林のなかで参加者にご満足頂き、事故

もなく無事に活動を終えることができました。 

（記 若林 良子 ７期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
丹沢の自然再生に取り組む 丹沢大山自然再生委員会の 

ホームページでご覧ください。http://www.tanzawasaisei.jp/ 

ニュースレター「しずくちゃん便り」 
ホームページは下記ＵＲＬで見ることができます。 

 
http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f7006/p23426.html 
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◆ 株式会社メタルワン 環境保全活動 （植樹） 

日 ５月１６日（土）９：３０～１４：３０、 曇り 

場 神奈川県愛甲郡清川村宮ケ瀬（宮ケ瀬湖畔園地） 

参 社員・家族９３名（大人８１名、子供１２名） 

ｽﾀｯﾌ （公財）宮ケ瀬ダム周辺振興財団施設課  

栁川様 他９名 

イ Ｌ小野⑦、渡部⑦、海野⑩、大原⑬  

天気予報では雨模様でしたが、幸い降られることもなく

予定通りにイベントを終えることが出来ました。開会式での

(株)メタルワンの戸出社長、（公財）宮ケ瀬ダム周辺振興財

団の森田理事長の挨拶の後、参加者全員で、ヤマモミジ５

０本、ラッパスイセン・ニホンスイセン１２００株を園地の指

定場所に植栽しました。植栽は初めてで、スコップ等の使

用が初めてという方、慣れていない方、子供達も、一生懸

命に植えつけました。 

限られた時間でしたが、皆さん無事にほぼ予定通りの

植えつけを終えることができました。(株)メタルワンは設立

以来、環境ボランティアに取り組んでおり、宮ケ瀬湖畔園

地での環境ボランティア企画は、今回で１１回目とのことで

す。参加者の皆さんは、久しぶりに山に入り自然と触れ合

い充実した一日となったことと思います。また、植えつけ作

業の合間に、鳴き声が聞こえた夏鳥ホトトギス、外来種ガ

ビチョウ、花が目を惹いたホオノキ等も印象に残ったことと

思います。         

（記 大原 正志 13 期） 

 

◆ 持田製薬株式会社 森林育成ボランテイア活動 

日 ５月２３日（土）１３：００～１４：３０、 晴れ 

場 塚原ボランテイアフィ-ルド 

参 持田社長他 計２０名 

県 亀田課長、増田様 

イ Ｌ村井⑨、渡辺③、山崎⑦、小沢⑨ 

  昨年度計画した活動は雨天の為活動出来ず、今回の下

草刈り作業が持田製薬㈱様としては、初めての（第１回目）

の活動と成りました。ヘルメット、草刈り鎌、シャープナー

等を倉庫より持ち出しお待ちした。 

１３時に到着されて活動前に参加者の皆様のヤルゾの意

気込みを込めた記念写真を塚原ボランテイアフィールドの

持田製薬㈱様の看板の前でパチリ！ 

上脇様の進行によりオリエンティ-リング開始、自環保の

亀田課長による水源林の大切さやパートナー-様の活動

等の話をして頂き、インストラクターの紹介、準備運動、参

加者全員がヘルメット、下草刈り鎌を持ち本日の作業場ケ

ヤキの植林地へ出発。４班に分かれ現地にて下草刈りの

作業基準や注意事項を各班リ-ダ-が説明させて頂き作業

開始、下草は５月の事も有り草丈は余り長くなく初活動の

場所で気持ちの良い汗をかいて頂くにはベストのコンデ

ションでした。 

展望が良く前方に丹沢山塊の大山を望み、さらにその

下には足柄の街並みが望めて、快晴の中、約１時間の作

業を無事終了。下刈り作業が済んで綺麗に成った斜面を

ご確認頂き気持ちの良い空気を吸いながら全員の記念写

真。スタ-ト時の場所に戻りシャープナーで鎌の手入れを

して、持田社長のご感想等を頂き次回にお会いする事を

約し散会した。参加された皆様満足をされた１日でした。 

（記、小沢 章男 ９期） 

  写真御提供 総務部 総務 専任副部長 上脇 貴 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投稿概略フォーマットと略語の説明 

ページレイアウトは気にされずベタ書きで結構です。  
◆ 活動団体・活動名 等 

日 日付（できれば時間と天気も）  

場 場所  

参 参加者 

県 （神奈川県自然環境保全センター・水源の森林推進課） 

⇒6/1 以降 （神奈川県 環境農政局 水・緑部 

         水源環境保全課 水源の森林推進グループ） 

財（(公財)かながわトラストみどり財団）、看 看護師 

ｽﾀｯﾌ 例 小田原市森林組合ＸＸ様 

例 川崎市公園緑地協会・ＸＸ様 

イ インストラクター（○数字：期） 研：研修枠 

（以下本文を概ね４００字を目安として執筆ください） 

リーダーは責任を持って執筆者の選択をお願いします。 

**活動終了後の速やかな投稿をお願いいたします。** 

森のめぐみの掲載は、 

今月号はありません。 

次掲載は８月号です。  
森のめぐみ シリーズ 
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◇ 森のなかま原稿募集 ◇ 
会員・読者の皆様から広く原稿を募集し
ています。 
 
＜広報全般についてのお問い合わせ＞ 

松本 保 (E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ変更) 

Mail：matsutamori@jcom.zaq.ne.jp 

Tel ：０９０－７９６２－３１６８ 
＜電子配信担当＞ 赤崎 さほり 
Mail:s_akasaki-k_instructor@live.jp 
Tel ：０９０－６１５０－６１７３ 
 
＜メール・手書き原稿送り先＞ 
【本誌】松本 保 (E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ変更) 
〒246-0037 横浜市瀬谷区橋戸3-46-17 
Fax: 045-301-9401 
電話連絡先：０９０－７９６２－３１６８ 

Mail：matsutamori@jcom.zaq.ne.jp 

【別冊】水口 俊則 
〒250－0871 
小田原市下堀123 
Tel/Fax：０４６５－４２－７２４０ 
Mail：minagold109@kjd.biglobe.ne.jp 
【CCで】新事務局長は調整中 
 
原稿は随時受け付けています。 

やどりき水源林 
ミニガイド 

６月のトピックス 
川が綺麗なので超綺麗な水質のバロメ

ーターのカジカが見られました。 

 

 
 
７月の水源林 
暑い夏。綺麗な森や川があるやどり

きに涼みにおいでください。上記の

カジカもお待ちしています。 

 

「森の案内人」情報 
●実施時間：毎週土曜・日曜・ 

AM10 時・PM1 時, １～2 時間程度 

●集 合：水源林入口ゲート前 

●内 容：森林インストラクターが自然 

観察にご案内します。森林のしくみ 

手入れなどについて説明致します。 

参加自由、参加費無料 

＊10 人以上の団体は事前に下記ま

でご連絡ください。 

●問合せ：（公財）かながわトラスト 

みどり財団 TEL : 045－412-2255 

         FAX : 045－412-2300 

● ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ： http://www.ktm.or.jp 

● E-mal: midori@ktm.or.jp 

 

●やどりき水源林までの道順 

小田急線新松田駅または JR 御殿場

線松田駅下車、富士急湘南バス「寄

（やどりき）」行き乗車約 25 分。バス

下車後（案内板あり）川沿いに徒歩

35～40 分。 

寄大橋の右横が水源林ゲートです。 

森のなかまは過去号もご覧になれます。 

 (ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞ)   http://www.forest-

kanagawa.jp/3kiroku.html#kiroku01  

 (HP 担当 : 井出恒夫） 

イベント情報 ＆ ご案内 

編集後記 

 ★水無月はいつも、果実酒づくり。

今年は梅酒とブラックベリー酒。ヤマ

モモ酒も以外と美味。夏になったら、

赤ワインでサングリアをつくります♪(^

∇^) 

（大塚） 

★遂にクロスバイクを入手。当初の計

画にはなかった MIYATA にて。まだ

慣れません。 

（赤崎） 

★我が家の月下美人の蕾の赤ちゃん

が今年も 顔を出しました。手塩にか

けて！！育てます。 

（小川） 

★いよいよ 梅雨本番 先日の雨の観

察会ではヤマヒルの攻勢に合い、本来

の観察どころではありませんでした。 

 （水口） 

★先日、NW 活動の下見で愛川町の

中津川に行ってきました。小さいころ

泳いだり、魚を突いたりした田舎に少

し似ている所があり、心に癒しをもらい

ました。 

（松本） 

 

◆広報部所属で数年関わっておりまし

た小沢さんが本年度より総務部長とな

りましたので兼務していた広報部所属

より離れます。これからも広報部は何

かとお世話になりますのでよろしくお

願いします。 

 

◇ 年間通読のお申し込み 
「森のなかま」年間通読をご希望の方
は、郵便局備付けの郵便振替を利用し
てお申し込み下さい。 
郵便振替口座00230-0-2454 
かながわ森林インストラクターの会宛ま
でご寄附２０００円をお振込み下さい。
振替用紙には、必ず、住所、氏名を明
記して下さい。 
振替用紙到着の翌月号から１２回／１
年間お届け致します。 
 
編集人：  松本 保 

事務局：  調整中 

広報部：  水口俊則 徳岡達郎 

大塚晴子 赤崎さほり 

小池 哉 小川和恵 薗田栄哉 

支援    伊藤恭造  

「やどりき水源林のつどい」が開催 

参加者募集！夏休みの思い出を水源林で！！ 

開催日： 平成２７年８月１５日（土） 

場所： やどりき水源林（足柄上郡松田町寄） 

やどりき水源林まで新松田駅から専用バスで送迎 

９時集合  

参加費：500円（中学生まで無料）送迎バス受付時支払 

申込方法：８月１日（土）までにイベント申込フォーム

（Ctrl キーを押しながらクリックすると開きます）。  

／メール／FAX／はがき にてお申し込みください。 

（行事名、住所、電話番号、参加者全員の氏名を記入）

のうえ、（公財）かながわトラストみどり財団 

横浜市西区岡野2-12-20 Tel045-412-2255 まで 

 

お問い合わせ先： 

南足柄市産業振興課 商工観光班  

TEL.0465-73-8031 

http://www.city.minamiashigara.kanagawa.jp

/msec/index.php?msection_id=59 

 

交通案内：伊豆箱根鉄道大雄山線 

「大雄山」駅下車→箱根登山バス「地蔵堂」 

行き「地蔵堂」下車→徒歩約15 分 

南足柄市 金太郎が産湯を使ったと伝えられる「夕日の滝」で、夏の訪

れを告げる夕日の滝開きが開催されます。 


